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連載 情報システムの本質に迫る 

第 170回 情報システム学会のミッション 

  

芳賀 正憲 

 

情報システム学はどのような学問か、すでによく知られているように、浦昭二先生は、

次のように述べられています： 

「世の中の仕組みを情報システムとして考察し、その本質を捉え、そこに横たわる問題

を究明しそのあり様を改善することを目指す」実践的な学問である。 

浦先生がこのお考えを示されたのは１４年も前のことですが、情報システム学の歴史

において、これほど重要かつ画期的な提言はなかったと考えられます。何よりも重要な

ことは、この提言によって、情報システム学の本質モデルが明らかになったことです。   

浦先生のモデルは「情報システム」を除くと、わずか三つのキー概念「世の中の仕組

み」「本質」「問題解決」から成り立っています。最少の概念で完全な事象の説明を目指

す、‟オッカムの剃刀”の見事な適用です。 

 

浦先生がどのようなご発想からこの本質モデルに到達されたのか、今となっては拝察

するほかありませんが、次のようなことが考えられます。 

情報システム学会が設立されたのは２００５年４月ですが、それ以前から情報処理学

会に情報システムの研究を進めていく部会がありました。実は情報システム学会のかな

りの数の人は、もともと情報処理学会でこの部会に属していたのです。  

情報処理学会では、情報システムの構想と計画、開発と運用、利用、維持と管理、理

論と技術、教育、情報システムと社会、などについて研究をしていました。これらのテ

ーマは、名称だけ見ると情報システム学会の研究テーマとほとんど重なっています。そ

の上、情報システム学会が発足し入会したあとも、相当数の人が情報処理学会に籍を 

残し、従来通りの活動を継続していました。 

組織間の役割分担を整理する重要な再起概念に、「凝集度を高く、結合度を低く」の

原則があります。研究テーマが似通っていて、メンバーも共通性が高いのですから、情

報システム学会と情報処理学会は、再起概念の原則に大きく違背する関係にありまし

た。 

もちろん、両学会は標榜するテーマは同じでも、観点、したがってスコープを異にし

ていて、情報システム学会は、‟人間中心”の観点に立っており、一方、情報処理学会で

は、情報システムをコンピュータシステムの観点で捉えているという主張はあります。

しかし情報処理学会でも、自分たちは人間中心の観点で研究と教育を行なっていると標

榜することは十分可能であり、そもそも主要メンバーが共通なのですから、彼らが組織

によって観点を切り替えて活動することは、ほとんどあり得ず、再起概念違背からの脱
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却は、そのままでは不可能だったと考えられます。 

 

これでは、新たに情報システム学会を発足させた意味がありません。新たに学会組織

を立ち上げると、事務局業務をはじめとして、多くのオーバヘッドが生じます。オーバ

ヘッドを増やして、再起概念に違背した組織をつくったのでは、意味がありません。情

報システム学会が真に確立すべき情報システム学とはどのような学問か、浦昭二先生は

考え抜かれたことと拝察します。 

考える方向は二つです。情報処理学会のスコープに対して、（１）もっと広く考察す

ることと、（２）もっと深く分析することです。 

実はこれら二つの思考プロセスは、日本社会が欧米に比して、きわめて劣位に立って

いるプロセスです。厳密にいうと、科学と工学の分野ではキャッチアップに成功してい

ますが、人文・社会科学的なテーマで大きく遅れているのが実態です。原因はいくつか

考えられますが、結果としてこれらの思考プロセスは言語構造の中に埋め込まれていて

固定化されており、そこからの脱却は容易ではありません。（ただし、言語構造に埋め

込まれたこのような思考のプロセスを、日本文化のもつ感受性豊かな特質として高く評

価している欧米の学者もいます。） 

 

情報処理学会の情報システムに対するスコープがどのようなものか、現在、同学会の

ウェブサイトに載っている「情報システムの知識体系（ISBOK）」によって見ることが

できます。ここでは第 1章第 1節が「コンピュータアーキテクチャ」になっています。

また、情報という用語がこの知識体系にはじめて登場するのはやはり同節で、「ディジ

タル化された情報の物理的な表現」となっています。情報処理学会の知識体系が、コン

ピュータシステムとはどのようなものであり、いかに優れたコンピュータシステムをつ

くっていくかに焦点を当てていることが分かります。 

 

浦先生が情報システムのスコープを「世の中の仕組み」とされ、きわめて広く考察さ

れた背景として、次のようなことが考えられます。 

第一に、浦先生は１９９０年代から、「組織それ自身を情報システムの観点からとら

えることができる」と明言されていました。「世の中」は広義の組織ですが、一般的に

は、組織よりはるかに広い概念として理解されています。 

第二に、浦先生は１９５０年代末から、慶應大学管理工学科の創設に参画され、その

発展に努めて来られました。管理工学科は、「経済・経営」「統計・ＯＲ」「ＩＥ・Ｈ

Ｅ」「計算機応用」を４本の柱とし、システム思考のできるエンジニアの育成を目指し

ていました。授業には、国民経済、国際経済から計算機応用まで含まれ、まさに「世の

中の仕組みを情報システムとして考察し、その本質を捉え」ることを理念とした学科で

した。 
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第三に、浦先生は情報システム学会の創設当時、哲学者の今道友信先生に私淑されて

いました。学会の設立総会特別講演の講師として今道先生を推挙され、また設立総会の

当日、今道先生に、哲学的、倫理学的観点から情報システム学会を指導して下さるよう

お願いをされました。このようにして情報システム学会は、今道先生と高弟の橋本典子

先生から親炙頂くことになりました。 

今道先生は、今日人間を取り巻く環境として、技術連関と文化環境が主要なものにな

っていることに着目し、自然の上に技術連関と文化環境を加えた人類の生息圏―生圏に

おける新しい倫理、エコエティカを提唱されていました。浦先生も、広く生圏を対象に

した情報システム学を構想されたことが考えられます。生圏をなじみ深く一般的に表現

されたのが「世の中」です。 

 

浦先生は次に、世の中の仕組みをいかに深く分析するか考えられました。ものごとを

深く分析して到達するのは、そのものごとの本質です。事象の本質を究めるのは、その

事象を対象とする学問の基本的な使命です。 

このことを情報システムの構築プロセスに置き換えると、１９７０年代末、米国のデ

マルコが、物理モデル、論理モデルという考えを提唱しました。世の中の仕組みをあり

のままに表現したのが物理モデルで、それを抽象化して、その仕組みは結局何をしよう

としているのか表したものが論理モデルです。ところがデマルコは、抽象化をどのよう

な手順で進めるのか、どのようなモデルができたら、それを論理モデルと判断できるの

か、基準を明確に示していませんでした。これに対して１９８０年代の半ば、マクメナ

ミンとパルマーが、論理モデルのもつべき特性を示し、その作成手順を明確化、作成さ

れた論理モデルを新たに本質モデルと命名しました。対象とした仕組みの本質を、この

モデルが表わしていると考えられたからです。 

情報処理学会の ISBOK では､「情報システム設計」の節に、「設計（論理、物理）」と

いう項があり、論理モデルまで取り入れられていますが、「本質」という言葉は、出て

きません。一方、本質モデルの定義は、ワークデザインの理想システムの定義と同じで

あり、世の中の仕組みにとって必須ともいうべき重要性をもった概念です。例えばわが

国では現在、ＤＸの推進が大きなテーマになっていますが、ＤＸとは「ディジタル技術

を活用して、業務の本質モデルを実現していくこと」として、技術的に最も厳密かつ正

確に定義できます。また、今年情報システム学に画期的な進展がありましたが、それは

世の中（社会）の仕組みの本質モデルが解明されたからです。 

 

浦先生は、情報システム学が何をなすべきか述べられる中で、まず「世の中の仕組み

を情報システムとして考察し、その本質を捉えること」を挙げられ、次に「世の中の仕

組みに横たわる問題を究明し、そのあり様を改善すること」を提言されました。学問を

社会の問題解決に役立てることは、学問の当然の使命とも考えられますが、わざわざ問
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題解決に言及されたのは、浦先生に特に強い思いがあったからと拝察されます。浦先生

は２００８年、メールマガジン新年号の特別インタビューで、次のように述べられてい

ます。 

「コンピュータシステムのダウンに限らず、多くの事故や事件はコミュニケーション 

ギャップが原因で発生しています。社会的に大きな事故が起こったとき、自分の責任は 

ないのかと反省する情報システム専門家がいてもいいのではないでしょうか。たとえば 

信号系システムが故障したとき、情報システム専門家はまったく責任がないのでしょう 

か。災害時はどうでしょう。防災情報、災害情報が整備されていたり、日常的に災害時 

の訓練をしていたりする場合は被害が小さくて済むということもあるでしょう。情報シ 

ステムの専門家は、コンピュータの専門家とは違う観点から助言や提言をしていかなく 

てはなりません。そのためには、社会の中でコミュニケーションギャップがどこでどの 

ように生じているかを見極めること、そして情報への感性を磨くことがとても重要で

す。 情報への感性を備えたプロフェッショナルとして、情報が人間の知的活動や文化

と深い関わりをもつことを認識し、社会の仕組みを情報システムとして説明できること

が期待されています。」 

この観点に立つと、情報処理学会の情報システム関係部会の活動は、きわめて低調で

あったと思われます。この関係部会は、情報システムの知識体系や教育体系を世の中に

出していますが、実際に世の中にどのような問題が生じても、ほとんど解明に取り組ん

でいません。 

情報システムの専門家が解決に取り組むべき（だった）問題は、この１０数年、多岐

にわたりますが、きわめて大きな問題を三つ挙げると、次のようなものがあります。 

（１）２００７年、年金記録管理システムに５０００万件の不明データが存在してい

ることが明るみに出ました。年金受給者の逸失利益は、２兆円におよぶことが推定され

ています。 

（２）２０１６年、ＩＰＡ（情報処理振興機構）が同志社大学（研究責任者・中田喜

文教授）に委託して行なった国際調査で、日本のＳＥ能力は欧米・中国等主要国の中で

最も低いという結果が出ました。 

（３）工業社会で世界一だった日本の国際競争力は、１９９０年代以降、情報社会の

進展とともに低下を続け、昨年３４位、今年３１位のレベルにまで転落しました（スイ

スＩＭＤ発表）。国際競争力の低下は、日本の経済に大打撃を与え、国の財政は危機的

状態に陥っています。 

 

（１）の年金問題は、情報システム学会で問題構造の分析を行ない、メールマガジン

２００９年１月号に提言を掲載しました。 

（２）（３）は、情報社会における日本社会の存立にも関わるオンゴーイングの重大

問題ですが、現在の日本に、問題意識をもって取り組んでいる組織がありません。情報
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処理学会は、情報システムと情報技術に関わる日本で最も大きな組織ですが、現在保有

している知識体系や教育体系の範囲では、対応はむずかしいと考えられます。現時点、

浦先生の提唱された「情報システム学」を除いて、これらの問題を抜本的に解決する方

法はないと思われます。 

 

このように見てくると、浦先生は日本社会にとって、ほんとうにかけがえのない学会

を創設されたことが分かります。浦先生のご提言にもとづいた情報システム学の体系を

確立し、情報システムの発展を通じて心豊かな社会をつくることを目指して努力を続け

ていきましょう。 

 

 

連載では、情報と情報システムの本質に関わるトピックを取り上げていきます。 

皆様からも、ご意見を頂ければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


